
 

 

 



酉の市とは、商売繁盛を願い毎年 

11 月の酉の日に行われるお祭りです 

令和 4 年の酉の市は  

一の酉 ： 11 月 4 日 （金 ）  

二の酉 ： 11 月 16 日 （日 ）  

三の酉 ： 11 月 28 日 （月 ）  

酉の市といえば熊手です。 

熊手はもともと、穀物や落ち葉をかき集める

のに使う農具。 

当初は本来の目的で販売されていましたが、

水商売の人たちの間で、“金銀をかき込む” 

商売繁盛の縁起物として人気が出たのです。 

以来、酉の市では必ず熊手が売りに出される

ようになりました。熊手は安く買うほど縁起

が良いとされるので、ぜひ価格の交渉をして

みましょう。 

いよいよ 11月に入り、今年も早いもので残り２ヵ月を切りました。11月の異名として一般的なのは「霜月」です。 

旧暦の 11月は、だいたい現在の 12月にあたり、霜が降りてくる時期であることからつけられた呼び名と考えられます。 

霜が降りる月だから霜月とは何とも風情があると思いませんか？ 

文化の日（11月 3日） 

立冬（11月 7日ごろ） 

七五三（11月 15日） 

新嘗祭（11月 23日） 

勤労感謝の日（11月 23日） 

酉の市（11月の酉の日） 

今年も、ボジョレー・ヌーヴォーが日本にやってきます。 

そう、11月の第３木曜日は「ボジョレー・ヌーヴォー」の解禁日！ 

2022年は 11月 17日（木）に解禁されます。 

文化の日は、明治天皇の誕生日を記念した戦前の明治節を由来としています。 

この日はまた戦後日本国憲法が公布された日でもあり、祝日法は文化の日を 

「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを象徴する日と定めています。 

日本では毎年科学技術や芸術文化の向上に貢献した人々に文化勲章が与えられ、

この勲章の授与式は、毎年文化の日に皇居で行われます。 

文化庁の主催する芸術祭も、毎年この日を中心として行われます。 

秋は文化祭シーズンでもあり、多くの学校や自治体が毎年文化の日に文化祭を 

とりおこないます。 

2022年の立冬は 11月 7日月曜日です 

立冬は、立冬は冬の始まり。気候的には寒さを感じにくいですが、秋の深さが 

増す時期でもあり、北国では木枯らしが吹き、早いところでは初雪が降る時期です。 

また秋の日はつるべ落としと言われるように、日暮れが目立って早く感じられるように

なります。日中はぽかぽか陽気でも風が冷たく、朝晩の寒さが一段と増します。 

風邪やインフルエンザが流行りだす時期ですね。まだまだそこまで寒くないからと 

油断せず、混雑する前にインフルエンザの予防接種も予約しておきましょうね。 

１１月２３日 新嘗祭 

新嘗祭とは、毎年秋に神社や宮中でおこなわれる、その年の収穫を祝うお祭りのこと。 

日本書紀にも「新嘗」の言葉が記されているほど、歴史ある神事です。 

収穫に感謝する新嘗祭は,宮中においては特に重要な儀式です 

 

宮中での儀式 

神嘉殿の中に神座・御座を設けて、日が暮れたころと明け方ごろの２度、 

天照大御神と天神地祇に神膳を供えます。このとき、天皇自ら新穀で 

作った食事を供えるとともに、自分でも新米を食べます。そして朝になる

と、着替えて再び神様に食事を供えるというのが主な内容・・ 

神様と食事できるのは天皇だけ、ともに新穀を食べることにより、 

新たな力を得て次の年の豊穣を約束すると言れ、一般人の参列はできない。 

 戦後まもない 1948年、GHQの影響を受けた政策により勤労感謝の日と改められました。 

これにより稲作だけでなく、世の中のすべての勤労に感謝しようという意味にかわっています。 

国民の祝日に関する法律では、勤労感謝の日を 

「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう日」として定義しています。 

11 月の名物祭「酉の市」 

勤労感謝の日とは、新嘗祭と同じ毎年 11月 23日

と定められた国民の祝日です。 

もともと 11月 23日は秋の収穫を祝う 

新嘗祭の日として広く知られていましたが、 

七五三の由来は、平安時代に行われた、3歳の「髪置き」、5歳の「袴着」、

7歳の「帯解き」の儀式にあるといわれています。 

昔は子供の死亡率が非常に高かったため、このような節目に成長を祝い、

子供の長寿と幸福を祈願しました。医療が発達した現代でも、子供を思う

親心に変わりはなく、七五三というかたちで受け継がれてきたのです 



 

・  

 

魅力度ランキング 茨城県、2年ぶりに最下位脱出 

昨年度の魅力度ランキング、茨城県は、2021年は最下位でしたが 2022年は 46位に上昇！ 

茨城県って本当に良いところが沢山あると思うのですが…皆様はどう感じてますか？ 

★真っ赤なコキアの絶景！ひたち海浜公園・・ 

★美しい氷瀑が見られる袋田の滝 

★もみじ寺とも呼ばれる永源寺 

★V字形の渓谷が美しく関東の耶馬渓と呼ばれる竜神峡 

★もみじ彩る花貫渓谷の渓谷美 

★もみじの赤との同系色の調和が見事の花園渓谷 

★登山やケーブルカー、ロープウェイで紅葉狩りの筑波山 

★梅・萩の名所は紅葉(もみじ)も優雅の偕楽園 

★秋バラとイルミネーション彩る茨城フラワーパーク 

 

紅葉シーズン 

まだ間に合うよ 

「道の駅かさま」オープン 1年 

道の駅かさま」栗専門店の数量限定モンブランが人気！ 

栗の栽培面積＆収穫量ともに、全国トップを誇る茨城県。 

その中でも笠間市は、上質な栗が採れる名産地として全国に知られています。 

ふわっふわの食感のものや栗そのものの甘さや風味を楽しめるものなど、 

ひと言で「モンブラン」といってもお店ごとに個性はさまざま。 

いずれも贅沢！と感じられるほど、たっぷりと栗が使われているのも産地ならではです。 

おすすめモンブラン！映え＆絶品で行列必至の大人気スイーツです 

笠間稲荷の菊まつりは、日本で最も古い菊のお祭りです。 

笠間稲荷神社をメイン会場に、立ち菊、懸崖菊、千輪咲き、 

盆栽菊など様々な種類の鉢の菊花が展示されます。11 月２３日まで 

常陸の国・出雲大社 島根県出雲大社より分霊し、平成 4 年に建立された神社。 

ご祭神は、国造り・縁結びで有名な大国主大神。 

総檜による大社造りの社殿や 

長さ 16m重さ 6t の大しめ縄は日本最大級で圧巻です 

数量限定刺繍ご朱印「紅葉」 10月 8 日より頒布 

「刺繍を施した和紙」が特徴のご朱印です。 

直接記入ではなく、紙でのお渡しとなります。 

2022年 7 月末・10年に 1度の大しめ縄の掛け替え 

掛け替えは、古いものの取り外しを含めて２日がかりで実施。 

しめ縄は長さ１６ｍ、最大径約 2.5ｍ、重さ約 6ｔ。 

大社由来の島根県飯南町で、米を収穫する前の青みがかった 

稲わらから作られた。 

 
この大しめ縄ですが、下からお金の小銭を投げるとそのまま

刺さることがあり、これが縁起が良い      つまりお金が 

ささると願い事が叶うといわれるようになりました。 

もみじ寺/永源寺 

大子町は「袋田の滝」の紅葉も有名ですが、紅葉狩りなら 

「永源寺も絶対におすすめ！」と言える格別なスポットです。 

大子町には袋田の滝がありますし、隣町には竜神大吊橋で有名な竜神峡もあるので、 

他の紅葉の名所に比べるとあまり知られておらず、混雑のやや少ない穴場スポットでした。 

最近は SNS でも紅葉の写真がアップされて、口コミでも広まり、混雑する人気スポットに 

なっています。永源寺で紅葉を見るなら午前中がおすすめです！ 

袋田の滝の見頃時期は 11月 6日頃からと予想されています 

リンゴの産地・大子町では、農園や菓子店などが、 

それぞれに工夫したアップルパイを販売している。 

リンゴのおいしい季節。リンゴと合わせて楽しんでみては。 

秋のおすすめ 

スポット 

 

 



 

 

 
2022年 11月、スタジオジブリの世界を表現した公園施設「ジブリパーク」が 

愛・地球博記念公園内に誕生します。 

パーク内にはスタジオジブリの名作の世界を表現した 5つのエリアが誕生し、まるで 

映画の主人公になったような気分で作品の世界を体感できます。 

2022年 11月には、「青春の丘」「ジブリの大倉庫」「どんどこ森」が、 

2023年度には、「もののけの里」と「魔女の谷」が完成予定です。 

この「しおり」（大さんぽのしおり）が 

小学校などの団体様に配られます 

スタジオジブリの世界に浸れる｢ジブリパーク｣のオープンする。 

建設の端緒となったのは、2005年の｢愛・地球博（愛知万博）｣で 

再現・展示された｢サツキとメイの家｣でした。 

ジブリパークは「愛・地球博記念公園（モリコロパーク）」内に、森と相談しながらつくっている 

スタジオジブリの世界を表現した公園です。大きなアトラクションや乗り物はありません。 

森や道をそのままに、自分の足で歩いて、風を感じながら、秘密を発見する場所です。 

「ジブリの大倉庫」は、大きなものから小さなものまでジブリ作品の展示物が詰め込まれた屋内施設。 

ロボット兵にネコバス、子どもサイズの柔らかいものから、作品の秘密に触れるかための展示まで、 

お楽しみがいっぱい。「青春の丘」には、『耳をすませば』に登場した「地球屋」が・・ 

「どんどこ森」の「サツキとメイの家」の裏手には、ジブリパークを見守る「どんどこ堂」がたたずんでいます。 

ジブリパークロゴ入りデザインマンホールを設置 

瀬戸市がジブリパークの「隣の街」ということ

で活性化に力を入れています。 

今をときめく将棋の藤井壮太五冠の地元でもあり、 

瀬戸焼にも注目ですね👀 

「となりのセトシ」はギリギリＯＫ  

ジブリパーク地元の瀬戸・長久手は 

知恵絞ってＰＲ 

「となりのトトロ」ならぬ 

「となりのセトシ」のキャッチコピー 

「ジブリパーク」へのメインアクセスを担うリニモを 1編成追加 

この 1編成は、2005年の「愛・地球博」開催時に日本国際博覧会協会が所有し、 

観客輸送を担っていた車両。万博終了後に一旦は譲渡され、 

リニモ車両基地から広島県の三原市に移送された。 

今回、ジブリパーク開園後の輸送人員の増加を見据え 

リニモを運営する愛知高速交通が譲渡を受けて整備を行ない、 

再び愛知で運行されることとなった。 

中日新聞 11月 1日の朝刊 
１２ページのジブリパーク特集（左）と

「ネコ電車」のラッピング広告（右） 

多くの人に愛されるスタジオジブリ。数ある名作の中で、 

皆様が特に好きな映画作品は？ 

LINE リサーチが、10～60代を対象に好きなスタジオジブリの映画作品 

1位『となりのトトロ』 2位『千と千尋の神隠し』 3位『天空の城ラピュタ』 

4位『魔女の宅急便』 5位『風の谷のナウシカ』  

 
※ジブリパークの写真や話題は地元の方に提供して頂きました 
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